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４．選定理由 
① なぜ日本経済には短期移民が必要になるのか。 
② なぜ日本が観光後進国なのか。 
③ 世界と日本の観光の違いについて。 
④ 観光立国と観光大国の違いについて。 
⑤ 日本人と外国人の価値観の違いについて。 
⑥ 海外から見て日本の魅力とは何か。 
⑦ どうしたら世界に日本の良さをアピールできるか。 
⑧ 現在の日本の観光について。 
⑨ 現在の日本の観光経済の問題点とは何か。 
⑩ 2020年のオリンピックに向けて、日本の観光経済について。 


